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運用報告書（全体版） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
「日本中小型株ファンド」は、2026年６月１日に第９期の決算を行いましたので、期中の運用状況をご
報告申し上げます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信 託 期 間 2017年７月31日から無期限です。 

運 用 方 針 信託財産の成長を目標に積極的な運用を行います。 

主要投資対象 

日 本 中 小 型 株 フ ァ ン ド 「日本中小型株マザーファンド」受益証券を主要投資対象とします。 

日本中小型株マザーファンド 
わが国の金融商品取引所上場株式（上場予定を含みます。）のうち中小型株式を

主要投資対象とします。 

投 資 制 限 

日 本 中 小 型 株 フ ァ ン ド 
株式への実質投資割合には制限を設けません。 

外貨建資産への投資は行いません。 

日本中小型株マザーファンド 
株式への投資割合には制限を設けません。 

外貨建資産への投資は行いません。 

分 配 方 針 

毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等のうちから、基

準価額水準等を勘案して、分配を行う方針です。 

ただし、分配対象金額が少額の場合には、分配を行わないこともあります。 

収益分配に充てなかった留保益については、元本部分と同一の運用を行います。 

 

日本中小型株ファンド 
＜愛称 発掘名人＞ 

第９期（決算日 2026年６月１日） 
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【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 
５期(2022年５月30日) 13,223 0 △13.6 98.5 － 3,741 

６期(2023年５月30日) 14,688 20 11.2 99.2 － 4,077 
７期(2024年５月30日) 14,924 0 1.6 99.0 － 4,183 
８期(2025年５月30日) 15,287 0 2.4 98.6 － 3,926 
９期(2026年６月１日) 23,903 50 56.7 98.6 － 4,929 

 
（注１） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注２） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」および「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注３） 株式先物比率は買建比率－売建比率。 

（注４） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数はありません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2025年５月30日 15,287 － 98.6 － 

６月末 16,196 5.9 99.0 － 

７月末 16,895 10.5 99.8 － 

８月末 17,856 16.8 100.0 － 

９月末 17,965 17.5 99.2 － 

10月末 18,541 21.3 99.6 － 

11月末 19,029 24.5 98.0 － 

12月末 18,971 24.1 99.1 － 

2026年１月末 19,893 30.1 99.7 － 

２月末 23,008 50.5 98.7 － 

３月末 20,153 31.8 98.1 － 

４月末 22,946 50.1 98.6 － 

５月末 24,044 57.3 98.0 － 

(期  末)     

2026年６月１日 23,953 56.7 98.6 － 
 

（注１） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注２） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」および「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注３） 株式先物比率は買建比率－売建比率。 
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○運用経過 (2025年５月31日～2026年６月１日) 

 
 

  

  
（注１） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 
（注２） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異

なります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 
（注３） 分配金再投資基準価額は、期首（2025年５月30日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 
（注４） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドの基準価額は、当期末において23,903円となり、期首比56.7％（信託報酬控除後、分配金再投資

ベース）の上昇となりました。なお、期中に分配金50円（税込み）をお支払いしました。 

 

（プラス要因） 

・米国の関税政策への懸念後退および日米間の関税交渉合意 

・AI･半導体関連企業の業績伸長および成長期待の高まり 

・高市新政権による財政拡張的な政策への期待と、衆議院選挙での与党大勝を背景とした株高 

・米国とイランの戦闘終結期待の高まり 

 

（マイナス要因） 

・米国とイスラエルによるイラン攻撃とそれに伴う原油価格の高騰 

・インフレ懸念などを背景とした日米の金利上昇 

・AIによる企業の業務代替懸念の高まり  

期中の基準価額等の推移 
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国内株式市場は前期末比で上昇しました。期初から2025年７月下旬にかけては、米国の関税政策を巡る懸念

の後退や米連邦準備制度理事会（FRB）による年内利下げ再開観測の強まり、米ハイテク株高、日米間の関税

交渉合意などを背景に上昇しました。10月下旬にかけては、米中両政府による関税措置停止期間の延長や米国

の利下げ観測の高まり、高市新政権による財政拡張的な政策への期待、AI関連投資の拡大への期待などから一

段高となり、日経平均株価は一時52,400円台まで上昇しました。12月中旬にかけては、AI･半導体関連株に対

する高値警戒感や、台湾を巡る日中間の摩擦への警戒感、日銀の利上げ観測の高まりなどが重荷となり下落し

ましたが、2026年１月中旬にかけては、米国株式市場の上昇や米国の利下げ期待の高まり、高市首相による衆

議院解散観測の強まりなどが追い風となり、上昇しました。その後、グリーンランドの領有を巡る米欧間の緊

張の高まりなどから下落する局面もありましたが、２月下旬にかけては衆議院選挙での与党大勝による政治

基盤強化への期待などを背景に一段高となり、日経平均株価は一時59,300円台まで上昇しました。３月下旬に

かけては、米国とイスラエルによるイラン攻撃や原油価格の高騰などを受けてリスク回避の売りが強まり、日

経平均株価は一時50,500円台まで下落しました。その後、５月中旬にかけては米国とイランの戦闘終結に対す

る期待の高まりや米ハイテク株の上昇に加え、AI･半導体関連株や好業績を発表した銘柄への物色が活発化す

るなかで、日経平均株価は一時63,700円台まで上昇しました。その後、これまでの上昇による高値警戒感や日

米長期金利の上昇に対する警戒感などから利益確定売りが広がる局面も見られたものの、期末にかけては、米

国とイランの和平合意への期待やAI･半導体関連株の上昇などを背景に日経平均株価は史上最高値を更新し、

66,900円台で期を終えました。 

中小型株式市場については、東証スタンダード市場や東証グロース市場の銘柄群が東証株価指数（TOPIX）

などに対して劣後しました。物色面では、日銀の利上げや中東情勢の悪化を受けたインフレ懸念などを背景と

した長期金利の上昇、資源価格の上昇や外国為替市場における円安米ドル高の進行などを背景に、金融や資源

関連、外需を中心とした小型バリュー株が優位となりました。 

 

 

（当ファンド） 

当ファンドは、「日本中小型株マザーファンド」受益証券を高位に組み入れて運用を行いました。 

 

（日本中小型株マザーファンド） 

当ファンドは、国内上場株式のうち中小型株に投資し、中長期的な値上がり益の獲得を目指しています。 

個別銘柄の選定およびポートフォリオは、個別企業の調査や分析などを中心とした「ボトムアップ・アプ

ローチ」に基づいた定量面や定性面での分析により、ビジネスモデルや成長性、収益性、競争優位性などがも

たらす中長期的な成長可能性を見極めながら構築しました。また、短期的な業績変化の兆しを重視した組入比

率決定とリスクコントロールを組み合わせて行っています。 

業種配分については、生成AI･半導体分野における投資加速や半導体市況の上昇などの恩恵が期待される基

板や材料、製造装置などを手掛ける企業群を中心とした「電気機器」や「化学」、国策として推進される宇宙

分野や高成長を期待するITサービス関連などを中心に「情報・通信業」などのウエイトを高位に維持しました。 

銘柄選択では、生成AI関連投資の加速を背景とした市場成長の恩恵が期待される半導体関連の銘柄群や、国

家支援の恩恵を受ける防衛・宇宙分野に関連する銘柄群などを組み入れました。 

 

投資環境 

当ファンドのポートフォリオ 



品 名：90148_204000_009_02_日本中小型株ファンド_1109916.docx 

日 時：2026/7/8 14:46:00 

ページ：4 

 

－ 4 － 

日本中小型株ファンド＜愛称 発掘名人＞ 

 

当ファンドは運用の目標となるベンチマークおよ

び参考指数を設けていません。 

右記グラフは、期中の当ファンドの期別基準価額

騰落率です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分配金額は、経費控除後の配当等収益、基準価額水準などを勘案し、１万口当たり50円（税込み）としまし

た。なお、収益分配に充てず信託財産内に留保した利益については、当ファンドの運用方針に基づいて運用を

行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第９期 

2025年５月31日～ 
2026年６月１日 

当期分配金 50  

(対基準価額比率) 0.209％ 

 当期の収益 50  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 13,903   
（注１） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注２） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税込み）込みです。 
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○今後の運用方針 

（当ファンド） 

引き続き、ファンドの基本方針に則り、「日本中小型株マザーファンド」受益証券を高位に組み入れて運用

を行います。 

 

（日本中小型株マザーファンド） 

中東における米国とイランの対立を巡る不透明感は依然として続いているものの、和平合意への期待や生

成AI･半導体関連銘柄の上昇などを背景に日経平均株価が史上最高値を更新するなど、国内株式市場は堅調な

推移を見せています。中東情勢については引き続き予断を許さない状況であり、今後は原油高やサプライ

チェーンの目詰まりがもたらすインフレを背景とした金利上昇や企業業績への悪影響が想定され、過度な楽

観を持つことなく状況を注視しています。 

業績面では、国内の小型株については、足元までの動向は全般的に堅調さが見られるものの、今年度計画に

おいては中東情勢の悪影響は織り込みきれておらず、先行きの不透明感が高まっています。各企業が有する競

争優位性や価格決定力といった力が試される局面が到来しており、今後想定されるインフレの影響とその対

応力を見極めていくことが必要です。企業間の格差が生まれやすい環境下においては、ボトムアップアプロー

チによる銘柄選別の効果が発揮できると考えています。 

現在着目している観点は、生成AI･半導体分野の投資加速や技術進化、データセンター増設やデジタル化の

進展などを背景とした電力需要の増加、気候変動によりもたらされる災害やインフラ老朽化への対策強化の

流れ、半導体や防衛、造船や宇宙産業への国の支援、各社の企業価値向上に向けた取り組みの進展などです。 

経営陣への取材などを通じた「定量面」「定性面」での分析をもとに、短期的な業績の変化の兆しを捉えつ

つ、企業の「ビジネスモデル」「成長性」「収益性」「競争優位性」などがもたらす本質的な成長性を見極め、

長期的に企業価値の向上が期待できる銘柄の発掘に最善を尽くしてまいります。 
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○１万口当たりの費用明細 (2025年５月31日～2026年６月１日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 307  1.593  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (149)  (0.774)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (149)  (0.774)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  9)  (0.044)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 47   0.242   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 47)  (0.242)   

（c） そ の 他 費 用 1   0.005   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.005)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 355   1.840    

期中の平均基準価額は、19,291円です。  

 
（注１） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した

結果です。 

（注２） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注３） 売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

（注４） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごと

に小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.58％です。 
 

  
（注１）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注２）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注３）各比率は、年率換算した値です。 

（注４）当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注５）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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日本中小型株ファンド＜愛称 発掘名人＞ 

○売買及び取引の状況 (2025年５月31日～2026年６月１日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
日本中小型株マザーファンド 89,135 193,217 566,507 1,159,875 

 
 
 

○株式売買比率 (2025年５月31日～2026年６月１日) 

 

項 目 
当 期 

日本中小型株マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 37,844,572千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 11,328,165千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 3.34   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2025年５月31日～2026年６月１日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2025年５月31日～2026年６月１日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2025年５月31日～2026年６月１日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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日本中小型株ファンド＜愛称 発掘名人＞ 

○組入資産の明細 (2026年６月１日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

日本中小型株マザーファンド 2,272,406 1,795,035 4,929,166 
 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2026年６月１日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

日本中小型株マザーファンド 4,929,166 98.9 

コール・ローン等、その他 56,433 1.1 

投資信託財産総額 4,985,599 100.0 
 
（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

 

  

親投資信託残高 
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日本中小型株ファンド＜愛称 発掘名人＞ 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2026年６月１日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 4,985,599,270   

 日本中小型株マザーファンド(評価額) 4,929,166,502   

 未収入金 56,432,768   

(B) 負債 56,432,768   

 未払収益分配金 10,310,732   

 未払解約金 10,735,403   

 未払信託報酬 35,264,244   

 その他未払費用 122,389   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 4,929,166,502   

 元本 2,062,146,437   

 次期繰越損益金 2,867,020,065   

(D) 受益権総口数 2,062,146,437口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 23,903円 
 

（注１） 当ファンドの期首元本額は2,568,288,851円、期中追加設定

元本額は101,439,264円、期中一部解約元本額は607,581,678

円です。 

（注２） １口当たり純資産額は2.3903円です。 

○損益の状況 (2025年５月31日～2026年６月１日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 有価証券売買損益 1,818,142,081   

 売買益 1,964,881,485   

 売買損 △  146,739,404   

(B) 信託報酬等 △   67,347,288   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) 1,750,794,793   

(D) 前期繰越損益金 384,984,060   

(E) 追加信託差損益金 741,551,944   

 (配当等相当額) (    437,618,473)  

 (売買損益相当額) (    303,933,471)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 2,877,330,797   

(G) 収益分配金 △   10,310,732   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 2,867,020,065   

 追加信託差損益金 741,551,944   

 (配当等相当額) (    437,978,679)  

 (売買損益相当額) (    303,573,265)  

 分配準備積立金 2,125,468,121   
 

（注１） 損益の状況の中で(A)有価証券売買損益は期末の評価換えに

よるものを含みます。 

（注２） 損益の状況の中で(B)信託報酬等には信託報酬に対する消費

税等相当額を含めて表示しています。 

（注３） 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の

追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差

額分をいいます。 

（注４） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（72,030,497

円）、費用控除後の有価証券等損益額（1,646,445,961円）、信

託約款に規定する収益調整金（741,551,944円）および分配準

備積立金（417,302,395円）より分配対象収益は2,877,330,797

円（１万口当たり13,953円）であり、うち10,310,732円（１万

口当たり50円）を分配金額としております。 
 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 50円 
 
 
 

○お知らせ 

●「一般社団法人投資信託協会」は、2026年４月１日付で「一般社団法人日本投資顧問業協会」と合併し、名称

を「一般社団法人資産運用業協会」に変更することとなったため、投資信託約款に所要の変更を行いました。 

（変更日：2026年４月１日） 

●当社の電子公告のアドレス変更に伴い、投資信託約款に所要の変更を行いました。 

（変更日：2026年４月１日） 
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